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書　　評
ジャソーピェール・リュウ
　　　r産業革命1780＿1880』
原 輝　　　吏
　本書は，近年の欧米におげる産業革命研究の諸成果を基礎に，新たな産業革命像を構
築しようとした野心作である。薯者，ジャンーピエール・リュウは，産業革命を単に個
別国民経済成立との関連で論ずるのではなく，産業革命を世界資本主義の形成との関連
で論究しており，これは，近年の西欧におげる産業革命研究の新動向の一つを代表して
いるといえよう。本書の対象時期は，1780年一1880年の一世紀間である。対象地域は・
世界資本主義形成の波頭に立ったイギリス，フラソス，ドイツ，アメリカの先進資本主
義諸国，先進資本主義国の影響のもとで，国民経済の自立化に成功する後進資本主義国
たるオーストラリア，イタリア，目本及び上記両地域の原料供給国，あるいは製品の販
売の市場として世界資本主義に組み込まれた南アメリカ，地中海地域，ロシア，極東，
以上の三っの地域である。
　本書の内容目次は次の如くである向
　　序　言
　　　（1）新世界の成立（前工業化経済，人口革命，農業箪命，資本」価格一市場・思
　　　　想と政治，二つの実例一イギリスとフラソス）
　　　（2）技術及び新交通手段（機械と蒸気機関，鉄遺時代）
　　　（3）経済成長（新条件の成立，主導部門，先進資本主義経済一イギリス・フラソ
　　　　ス・ドイツ・アメリカ，後進資本主義経済の苦悩一オーストラリァ・イタリァ
　　　　・目本）
　　　（4）資本主義諸国の世界支配と恐慌（そのメカニズム，植民地経済一ラテソーア
　　　　メリカ・地中海・ロシア・極東r諸恐慌）
　　　（5）都市，工場，労働者（資本主義的都市文明の生誕，工場，労働者世界の成
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　　　　立，危険な階級としての労働者階級）
　　　（6）ブルジョワジーの勝利（農村の犠牲的変貌，プチ・ブルジョワジーの飛躍的
　　　　増大，巨犬プルジョワジー）
　　結　論
　次に本書の内容を簡単に紹介してみよう。序言は産業革命の研究史の整理にあてられ
ており，薯者は，エソゲルス，マルクス，トイソピー、マソトウらの古典的研究から，
ネフ，アシュトソ，ロストウらの近年の研究に至る迄の研究史を手際よくまとめてい
る。
　そして，第三世界の経済発展が注目されている現在，r産業革命は，一人当りの生産
の増大，杜会集団間の経済的不均衡の発生，地域的及び国際的経済較差の成立との関係
で論じられるべきだとし，ヨーロヅパの産業革命はアジア，アフリカ，南アメリカの低
開発諸国の諸資源を滋養として達成された点を強調Lている。産業革命をr新技術に立
脚した薪た放経済成長の始動」と考える著者は，その時期を1780年から1880年と規定す
る。何故ならこの時期に多くの国で，イギリス型であれ，独自なタイプによってであ
れ，経済成長の始動がみられたからである。
　第1章では，産業革命の前提条件が論じられており，人口革命は，経済成長への重要
な刺激であり，誘因ではあったが，決して十分条件ではなかったとしている。農業革命
についても，必要条件の一つではあったが，決して十分条件の一つとは考えられないと
述ぺている。資本の蓄積，価格の変動，市場の拡大が産業革命の発動契機となったのは
事実だが，これらの諸条件を調整して，労働や資本の生産性を増加させ，新経済秩序を
支配するためには，技術革命が必要だったのである。かかる経済過程に，思想面では，
教育の普及，文盲率の低下及びプ回テスタソティズム，アダム・スミスによる経済学の成
立が対応し，政治面では，ブルジョワジーの台頭とナシ昌ナリズムの発生が注目される。
　第2章では，産業箪命の前提諸条件の調整役，点火役を果した技術革新と新交通手段
が論じられている。鉄道建設の経済的諸効果については，英，仏，米の近年の研究成果
を取り入れて，鉄道が産業革命を加速化した点を強調している。
　かくして，第3章で経済成長の諸問題が論じられる。19世紀の工業製品価格の低下は
産業革命の発生にとり重要であったが，それは，製品価格の低下により利潤の減少を恐
れた企業家が技術革新の必要に迫られたからである。薯者は，その例としてフラソスの
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鉄製品価格の低下と鉄道発展による輸送費の低下をあげている。かかる価格変動ととも
に資本移動を容易にした信用割度の変貌も見のがすことができない。経済思想の面では，
周知の如く保護貿易主義から，自由貿易主義への転換がみられた。このように，産業箪
命を開始Lたイギリス経済の主導部門は、綿工業であり，それは，アメリカ・スイス・
ペルギー，イタリア，ロシア，日本の場合にも同様であるが，フラソスの場合は，むし
ろ，薯修品たる絹工業だったのである。かくして，1860年一1880年にかけて，イギリ
ス，フランス，ドイツ，アメリカが世界経済の支配体制を確立するが，イギリス型成長
ポそのまま繰り返されたわげでも，奥型とされたわけでもない。各国がその保有する生
産諸要素，資本，自然資源，労働カ，市場を自国の経済成長に最も効率的に組合わせた
のである。この様な先進資本主義国群に，ヱ850年以降，後進資本主義国たる，オースト
ラリア，イタリア，日本が独自な産業箪命を達成することにより捨抗することになる。
　産業革命の積極的側面を追求Lてきた薯老が，第4章で初めてその否定的側面を取り
あげるのは，彼自身がr帝国主義は産業革命の嫡子」と考えるからであろう。植民地経
済として，ラテソ・アメリカ，エジプト，イソドシナ，ロシア，中国，イソド，アフリ
カが論じられており，資本主義経済の矛盾の発現形態たる諸恐慌のなかでは1873年の恐
慌に重点がおかれている。薯老によれば，r産業革命の時代は1873年に最高潮に達した
が，この時決定的な軌遣修正たる恐慌も全世界的規模で発生する」のである。
資本主義杜会における，コソトル・ソシエテたる労働者の世界を，都市化，工場制度
の定着，労働運動の前進の側面から考察した後，第6章では，プルジョワジーの勝利が
プチ・ブルジ昌ワジー（商人，熟練工，医老，経営技術者）および，巨犬ブルジョワジ
ーの政治的，杜会的支配の完成をもって達成されたのを指摘して，本書の叙述は終る。
　かくして，労働生産性の急激な上昇をもたらした産業革命は，経済，杜会，文明を多
様珪速度で変貌させたのである。
　次に本書の特徴と思われる点を指摘してみたい。既に，紹介からもわかる如く，本書
は著者の新史案の発掘などの独自の研究書ではたく，最新の研究成果を渉猟し薪たな
産業革命像を構築しようとした労作である。理論的観点は，史実の背後に隠されている
ので叙述は平板になりがちである茄。最後まで読者を引きつけるのは，地下水の如く各
章で湧出する著著の問題意識である鉋
　現在，回ストウの野心的シエーマに対する論争が終嬉しつつあるが，本書は経済成長
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の問題を世界的規模で把握しようとした一試論であり，ロストウ以後のかかる試みの第
一歩を示すものと言えよう。だがこの課題の困難さは，日本において世界資本主義（論
者によってぱ資本主義的世界体制）分析の苦渋にみちた努力が続げられていることから
も明らかであろう。
　産業革命を1780年から1880年の一世紀間とする点，また，産業革命を国民経済内部の
間題として処理せず，世界経済のコソテクストの中で摺握しようとする点には，概念規
定に潔癖な日本の学界から多くの異論が喝えられるであろう。
巻末のピブリオグラフィは，最近の研究成果を集めており読老を益するところが大き
い。
　なお，薯老ジャソーピエール・リュウは，1939年生れ，19跳年に教授資格試験に合格
し，現在はバリ第10大学講師である。（Jean・Pieπe　Rioux，La　r6v01ution　industdelle・
1780－1棚．宣ditio口s　du　Seuil，1971）　　　　　　　　（昭和47年9月，バリにて）
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